
埼玉県社協 坂本作成

１．ねらい 

  １年間の総合学習前期４３時間の福祉学習のうち、本時は初めて生徒が学習の中で福祉に“触れる”「導入段階」となる。そこで、本時を各生徒の福祉観の同じと違いを共有し、様々な福祉の視点を考えるきっかけづくりの学習とする。そして、生徒それぞれの福祉の“気づき”を今後の継続学習で発展させていきたい。

２．プログラム内容 

《５時限目》

	時間
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容
	学習援助者
	◇準備品・◆留意点

	1:40～

(10分)
	①福祉って何だろう？

《講話》
	· 生徒一人ひとりが考える「福祉」について、前回「福祉意識ｱﾝｹｰﾄ」結果から話してみる

· 「ふだんのくらしのしあわせ＝福祉」というあたりまえのことを確認

· WHOの世界主要都市のﾉｰﾏﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ意識調査質問を生徒にしてみる

· 代表生徒２名による詩「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ拒否宣言」朗読
	県社協坂本
	◇生徒の「福祉意識ｱﾝｹｰﾄ」（事前に神田担任から坂本へ送付し事前に目を通しておく）

◇「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ拒否宣言」原稿用意（坂本）



	1:50～

(20分)
	②見えな･聞こえないってどんなこと？

《ｹﾞｰﾑ》
	· 障害理解（視覚・聴覚の重複障害）入門

· 「変わったじゃんけん」ｹﾞｰﾑ

· ﾙｰﾙ：生徒全員が手ぬぐいで目隠しをし、小ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に「見えず、喋らず」でじゃんけんをしてみる。目隠ししたまま予めｸﾞﾙｰﾌﾟ内で方法を決めてもらう。

· 代表の生徒から方法と感想発表

· まとめ（ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾌﾟ法の簡単な説明も合わせて行う）
	県社協坂本

神田担任、他教員
	◇全生徒を事前に小ｸﾞﾙｰﾌﾟ（６名×1８ｸﾞﾙｰﾌﾟ）に編成しておく（神田担任）

◇目隠し用手ぬぐい（生徒持参）

◇ｱｲﾏｽｸ＆白杖（坂本）、

◆ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾌﾟ実演：坂本＋神田

◆相手を信頼すること、みんなで協力すること、ｽｷﾝｼｯﾌﾟの大切さを体感してもらう

	2:10～

(10分)
	③通学路での私と少女の出会いから

《講話》
	· 障害理解（身体障害）入門

· 先天性脳性麻痺のある安藤氏の近所の少女とのふれあい体験話から、「人間の個性・多様性の尊重って何」かを学ぶ

· 講話の後、生徒からの質疑応答
	県福祉教育推進員 安藤（神川町在住の身体障害者）
	◆安藤氏の代弁者：坂本

◆安藤氏の発声はききとりずらいが、あえて生徒の前で多く安藤氏に話してもらう。

	2:20～

(10分)
	④年をとるってどんなこと？Ⅰ

《ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ》
	· 老いの理解入門

· 内容：小ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位で行い、各ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎に「年をとるってこんなこと」模造紙を作成する

· 休み時間前にﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの手順を説明する
	県社協坂本

神田担任、他教員
	


～休憩（2:30～2:40の１０分間）  ｱｲﾏｽｸ、白杖、高齢者疑似体験用具も希望生徒が自由に見て手に触れるよう展示しておく

《６時限目》

	時間
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名
	ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内容
	学習援助者
	◇準備品・◆留意点

	2:40～

(40分)
	④年をとるってどんなこと？Ⅱ

《ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ》
	· 手順

（1） 個人作業：ｶｰﾄﾞに思いつく限りのｲﾒｰｼﾞを記入（５分）

（2） ｸﾞﾙｰﾌﾟ作業：個人のｶｰﾄﾞをｸﾞﾙｰﾌﾟ員に説明し、同じｶｰﾄﾞをｸﾞﾙｰﾌﾟ化、模造紙にﾃﾞｻﾞｲﾝする(20分)

（3） 体育館の壁に全ｸﾞﾙｰﾌﾟの模造紙を貼り出しみんなで閲覧する

（4） まとめ（高齢者体験実演含む）
	県社協坂本

推進員

安藤

町社協

若林

神田担任、他教員
	◆老いのｲﾒｰｼﾞが人それぞれ同じと違いがあり、それを共有する大切さを学ぶ

（１）老化について学ぶ

→神田担任の高齢者体験実演

（２）老人ﾊﾟﾜｰ（知恵の泉）であることを学ぶ

◆ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟによりﾁｰﾑﾜｰｸ・整理能力・発表能力の大切さを学ぶ

◇高齢者疑似体験用具（町社協）

◇模造紙（全ｸﾞﾙｰﾌﾟ分）、ｶﾗｰﾏｼﾞｯｸｾｯﾄ（全ｸﾞﾙｰﾌﾟ分）、ｶｰﾄﾞ（１ｸﾞﾙｰﾌﾟ50枚程度）、下敷き用新聞紙、ｾﾛﾃｰﾌﾟ→神田

◇参考資料３枚：原稿（坂本）、全生徒分印刷（神田）

	3:20～

(10分)
	⑤町内の福祉を知ろう！
	○町社協職員による簡単な説明

（1） 町内の福祉の状況について

（2） 町社協ってこんなところ
	町社協

若林
	◆生徒が町内の福祉学習を今後継続していく一助とする。

◆生徒に町社協をPRする


【順備品の分担】

中学校

1 生徒の記入済み福祉意識ｱﾝｹｰﾄの事前送付（坂本あて）

2 コード・ワイヤレスマイク

3 模造紙（各ｸﾞﾙｰﾌﾟ1枚）

4 カラーマジックｾｯﾄ（各ｸﾞﾙｰﾌﾟ１ｾｯﾄ）

5 記入用カード（１ｸﾞﾙｰﾌﾟあたり10枚程度。Ａ4ｻｲｽﾞ用紙を８分割くらいの大きさに切り分けておく。わら半紙でもOK）※付箋ポストイットがあればなおよろしい

6 下敷き用新聞紙（ｸﾞﾙｰﾌﾟ分）

7 セロテープ（各ｸﾞﾙｰﾌﾟ１つ。付箋ポストイットをｶｰﾄﾞとして使用の場合は必要なし）

8 坂本からの参考資料２枚を全生徒分印刷

町社協

1 高齢者疑似体験用具

県社協
1 生徒朗読用「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ拒否・受入れ宣言」原稿

2 アイマスク・白杖

3 参考資料原稿２枚（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの進め方、お年寄りについて）

生徒

①目隠し用手ぬぐい

①【個人作業】･･･…５分

 あなたが「年をとる」ことについて思いつく限りのイメージをカードに書き出す

· 約束：カード１枚に１つのイメージ

②【グループ作業】･･･…２０分

（１）自分の書いたカード内容をグループメンバーに説明する

（２）メンバーのカード内容で似ているものをまとめ、分類化する（模造紙の上で行う）

（３）分類化したものに、それぞれ「キーワード」をつける

（４）分類化したものをそれぞれつなげ、関連図をつくる

 ※ 模造紙上にマジックを使ってカラフルかつ、ユニークなデザインに仕上げる。

 ※ 模造紙を見た人が分かりやすく、ハッピーになれるようにまとめる

③完成したグループから、体育館の壁に模造紙を貼り出し、他の生徒と成果を共有する。

横瀬中学校 ２学年114名「総合的学習（福祉）」


３～４時間目のプログラム（４月２５日 ５～６校時 体育館）





横瀬中学校 ２学年「総合的な学習」 ４／２５  ５～６時限目


 ワークショップ 


「年をとるってどんなこと？？」の進め方








